○グリーンカップにおける新型コロナウイルス対策

①参加者の健康観察
【選手・指導者・サポーター共通】
・各チーム、各自、家を出る前に、下記の症状が1つでもある場合は参加を控える。
　発熱、風邪症状（息苦しさ・だるさ・喉の痛み・咳・鼻水・鼻づまり・臭覚、味覚異常等）

②提出物（参加者の名簿）
・参加の選手・指導者の体温を記入した資料を提出する。
　【37.5度以上の選手・指導者はベンチ（会場）入りできない。】
・サポーター用名簿　：　会場に来るサポーターは全員、体温を記入
　※その日の帰りまでに本部に提出する。
　【熱・体調不良者は会場に入れない。】

③マスクの着用
【選手・指導者】
・会場での活動中（アップ・試合時）以外は原則着用。尚、ソーシャルディスタンスが保てる場合、
　マスクの着用はなし。又、熱中症の恐れがある場合、適宜、ソーシャルディスタンスを保った上、
　マスクを外しても可。
【サポーター】
・原則、マスク着用。尚、ソーシャルディスタンスが保てる場合、マスクを外しても構わない。
・大きな声をあげての応援は控える。

④手洗い
【選手・指導者・サポーター共通】
・チーム毎、各自で手指消毒用のアルコール消毒液もしくは、手洗い石鹸を用意し、適宜、（会場
　到着・出発・トイレ後・咳、くしゃみ後）手洗いをすること。

⑤施設等の消毒
・トイレ、水道の蛇口等、参加者が共有する施設等については、施設の使用前と使用後、消毒を
　行う。又、使用する施設と協議して施設のルールに則って使用する。
・各チーム、各自が持参する共有の備品、物品等については、適宜、消毒すること。

⑥その他、注意事項
【選手・指導者・サポーター共通】
・選手間同士で物（タオル・水筒等）の貸し借りをしないこと。
・試合前、後は、挨拶のみとし、握手・ハイタッチは行わない。
・テント等を使用する場合は、3密を避けること。
・食事の際は、向き合って食べずソーシャルディスタンスを保つこと。

⑦大会期間中に感染者がでた場合
・感染の事象が起きた場合、直ちに大会本部に連絡すること。
※感染者の状況（誰・陽性者・濃厚接触者等）によって対応が変わってくるため、正しい情報を
　確実に早急にお知らせること。
※上記事項を遵守しないチームがある場合や、コロナウイルス感染者がでた場合（状況により）大
　会の全日程の終了如何に関わらず中止とする場合もある。
